
九
頭
井
太
夫
家
文
書
「
万
代
家
職
覚
帳
」
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

八
ヶ
岳
総
合
博
物
館　

古
文
書
研
究
会

は
じ
め
に

　

八
ヶ
岳
総
合
博
物
館
で
は
、
古
文
書
解
読
講
座
参
加
者
で
、
よ
り
、
深
く
古
文
書
を
理
解
し
た
い

と
考
え
て
い
た
受
講
者
に
声
を
掛
け
て
作
ら
れ
た
研
究
会
で
あ
る
。

　

研
究
会
で
は
、
平
成
26
年
か
ら
、
当
館
収
蔵
の
古
文
書
を
読
み
進
め
て
き
た
。
研
究
会
は
、
会
員

に
そ
れ
ぞ
れ
解
読
す
る
古
文
書
や
、
古
記
録
の
部
分
の
担
当
を
割
り
当
て
、
担
当
に
な
っ
た
部
分
の

解
読
と
解
説
を
、
月
一
回
の
例
会
で
発
表
す
る
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

解
読
す
る
古
文
書
は
、
当
館
学
芸
員
が
選
ん
だ
。

　

平
成26

年
か
ら
、
平
成
６
・
23
年
に
当
館
に
寄
託
さ
れ
た
、
九
頭
井
太
夫
矢
島
家
文
書
を
解
読

を
進
め
て
き
た
。
平
成
27
年
度
で
、
主
な
史
料
は
ほ
と
ん
ど
解
読
が
終
了
し
た
の
で
、
特
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
、「
万
代
家
職
覚
帳
」
を
取
り
上
げ
る
。

九
頭
井
太
夫
矢
島
家
文
書
に
つ
い
て

　

九
頭
井
太
夫
矢
島
家
は
、
諏
訪
上
社
の
神
職
の
一
つ
で
あ
る
神
楽
役
を
勤
め
、
ま
た
、
茅
野
市
ち

の
上
原
に
あ
る
九
頭
井
（
葛
井
）
社
の
神
主
を
代
々
勤
め
て
き
た
家
で
あ
る
。
九
頭
井
太
夫
矢
島
家

文
書
は
、
当
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
文
書
群
で
あ
る
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
前
号
『
紀
要　

第23

号
』
に
文
書
目
録
を
掲
載
し
た
の
で
あ
ま
り
詳
し
く

は
述
べ
な
い
が
（
柳
川　

二
〇
一
五
）、
概
略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

総
点
数　

八
五
五
点　

　
　

内
訳　

中
世
八
点　
　

近
世
二
二
一
点　
　

近
代　

二
一
一
点　
　

宗
教
具　

五
六
点　

　
　
　
　
　

文
芸　

二
八
八
点　
　

そ
の
他　

七
一
点

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
九
頭
井
社
、
九
頭
井
太
夫
家
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

　

神
楽
役
は
、
本
史
料
中
に
神
事
の
際
に
、
実
際
に
演
奏
を
す
る
役
を
勤
め
て
い
る
。
ま
た
、
上
社

神
楽
殿
（
舞
台
）、
幣
拝
殿
建
て
替
え
な
ど
が
江
戸
後
期
に
行
わ
れ
、
建
替
資
金
の
捻
出
の
た
め
に
、

度
々
太
々
神
楽
が
行
わ
れ
て
い
る
。
諏
訪
上
社
の
神
事
や
太
々
神
楽
の
実
際
に
つ
い
て
、
ま
と
ま
っ

た
史
料
が
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
貴
重
な
史
料
群
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

九
頭
井
太
夫
は
、
九
頭
井
社
の
神
主
で
は
あ
る
が
、
村
々
の
神
社
の
神
事
等
も
行
っ
て
お
り
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
九
頭
井
太
夫
の
多
面
的
な
活
動
が
わ
か
り
、
諏
訪
上
社
や
関
連
す
る
末

社
の
実
態
に
つ
い
て
研
究
す
る
上
に
は
、
重
要
な
史
料
ば
か
り
で
あ
る
。

「
万
代
家
職
覚
帳
」
に
つ
い
て

　
「
万
代
家
職
覚
帳
」
は
表
紙
に
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
八
月
の
年
月
が
記
さ
れ
て
い
る
史
料
で

あ
る
（
目
録
番
号
一
八
九　

資
料
番
号
一
四
）。
表
紙
は
寛
政
四
年
だ
が
、
内
容
は
、
寛
政
四
年
か

ら
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
約
八
十
年
間
の
、
九
頭
井
太
夫
が
関
わ
っ
た
上
社
や
村
々
の
神
社
に

関
す
る
記
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
形
態
は
、
横
帳
で
あ
る
。

　

本
史
料
の
作
成
者
は
、
裏
表
紙
に
「
信
刕
上
諏
方
上
原
郷
持
主　

矢
嶋
甲
斐
正
藤
原
信
正
」
と
あ

る
の
で
、
こ
の
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
信
正
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
十
月

二
十
三
日
に
死
去
し
て
お
り
、
矢
島
信
正
死
去
の
記
事
も
本
史
料
に
見
え
る
の
で
、
信
正
一
代
で
書

か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
子
の
信
房
・
孫
の
信
智
（
一
八
二
九
―
一
九
〇
六
）
三
代
に
わ
た
っ
て
書

き
継
が
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

九
頭
井
太
夫
矢
島
家
文
書
の
古
文
書
と
、「
万
代
家
職
覚
帳
」
に
記
さ
れ
た
記
事
に
関
連
す
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
、「
万
代
家
職
覚
帳
」
が
、
経
過
を
記
し
て
い
る
の
で
、
個
々
の
史
料
の
背
景
な

ど
が
わ
か
る
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

「
万
代
家
職
覚
帳
」
を
掲
載
す
る
に
あ
た
り

　

二
年
間
、
様
々
な
史
料
の
解
読
を
進
め
て
き
た
が
、
前
記
理
由
か
ら
本
史
料
を
紀
要
に
掲
載
す
る

こ
と
に
し
た
。

　

本
校
は
、
古
文
書
研
究
会
で
会
員
が
崩
し
字
か
ら
字
起
こ
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、

月
一
回
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
調
べ
た
こ
と
を
、
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館　

柳
川
英
司
が
、
補
足
を
加

な
が
ら
、
解
説
を
併
せ
て
掲
載
す
る
。
紙
幅
に
制
限
が
あ
る
の
で
、
二
回
に
分
け
て
掲
載
す
る
。

判
例

・
目
録
番
号
、
資
料
番
号
は
、
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館
『
紀
要
』
第
23
号
「
九
頭
井
太
夫　

矢
島
家

　

文
書
目
録
」
掲
載
の
番
号
で
あ
る
（
二
〇
一
五
年
）。

・
釈
文
の
（
◯
頁
）
と
あ
る
頁
番
号
は
、「
万
代
家
職
覚
帳
」
の
頁
番
号
で
あ
る
。

・
各
項
目
番
号
を
、
各
項
目
冒
頭
の
下
に
（
一
）
と
い
う
よ
う
に
、
括
弧
の
漢
数
字
で
示
し
て
い
る
。

古
文
書
研
究
会　

会
員
名
簿

　

伊
藤
博
夫　

岩
波
吉
春　

片
山
庄
次　

小
平
正
八　

茅
野
信
一　

原
寿
樹　

平
林
太
尾　

　

細
田
岩
信　

宮
坂
嘉
幸　

山
田
昇　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　

柳
川
英
司
）



《
釈
文
》

（
１
頁
・
表
紙
）

「　
　

寛
政
四
壬

子
年　
　

　

万
代
家
職
覚
帳

　
　
　

八
月
吉
日　
　
　
　
　
　

」

（
２
頁
・
表
紙
裏
）

　

五
月
廿
四
日

一
、
秋
葉
山
御
湯
立
取
番

一
、
文
久
元
酉
年　
小
町
屋　
　

外
記
太
夫

一
、
同
二
壬

戌
年　
　
　
　
　

  

九
頭
井
太
夫

一
、　　
　
　
　
　
亥
年　

横
内　

 

左
近
太
夫

（
３
頁
）

　
　
　

先
祖
代
々
之
覚  　
　
　
　
　
（
一
）

信
盛　

新
兵
衛
尉　

　
　
　
　
　
　

康
正
元
三
月
十
八
日
死
ス

信
一　

金
之
丞　

　
　
　
　
　
　

應
仁
二
庚
子
年
五
月
廿
八
日　

信
高　

九
兵
衛
尉　

文
明
十
八
丙

午
十
二
月
二
日

信
忠　

新
兵
衛
尉　

　
　
　
　
　
　

永
正
元
甲

子
八
月
十
五
日
死
ス　

邦
信　
同　

 　

天
文
二
癸

巳
十
月
廿
日

信
道　
同　

 　

永
禄
四
辛

酉
五
月
一
日　

貞
道　

金
太
夫　

武
田
之
臣
ニ
成
ル
、
天
正
頃　

信
国　
同

信
貞　

織
部
正　

文
禄
四
庚

午
閏
七
月
三
日

信
正　

九
兵
衛
尉　

寛
永
元
甲

子
三
月
三
日

（
４
頁
）

六
十
七
八
年
間
不
別

義
信　

甲
斐　

元
禄
十
四
巳
六
月
六
日

信
孝　

新
兵
衛
尉　

享
保
五
午
五
月
廿
七
日　

信
任　
同　
　

延
享
四
卯
四
月
朔
日
死
ス

信
方　

金
之
丞　

宝
暦
五
亥
八
月
十
三
日　

信
吉　

九
兵
衛
尉　

明
和
八
卯
四
月
朔
日

貞
信　

平
之
亮　

天
明
三
卯
十
一
月
廿
三
日　

信
政　

仙
之
亮　

寛
政
十
三
申
正
月
三
日

信
明　

新
兵
衛
尉　

文
化
九
申
六
月
朔
日

信
清　

新
兵
衛
ト
云　

真
柿
太
夫
江
養
子
ニ
成

信
正　

仙
之
亮　

天
保
七
丙
申
十
月
廿
三
日

 （
５
頁
）

信
房　
　

主
水

（
６
頁
～
10
頁
）

　
（
白
紙
）

（
11
頁
）

一
、
寛
政
四
壬

子
年
八
月　
　
　
　
　
　
　
（
二
）    

　
　

十
九
日
、
大
風
ニ
而
九
頭
井
の                           

　
　

社
内
棟
三
本
、
ゑ
の
き　

                           
　
　

壱
本
風
を
れ
致
候
、　　
　
　
　
　
　
　

                                  
　
　

村
役
人
其
木
ヲ
岩
久
保　
　
　
　
　
　
　

                                

　
　

観
音
へ
売
、
其
分
宮
奉
行
へ　
　
　
　

                             

　
　

拙
者
申
出
、
直
ニ
宮
大
工　
　
　
　
　
　

                             

　
　

原
五
左
衛
門
殿
、
木
引
三
人　
　
　
　
　

                                         

　
　

つ
れ
参
り
、
其
木
御
用
木　
　
　
　
　

                               

　
　

也
と
相
留
、
其
節
よ
り　
　
　
　
　
　

                                  

　
　

公
事
ニ
也
、
拙
者
、
柳
口
へ
出
、

　
　

色
々
申
上
、
風
を
れ
は　
　
　
　
　
　
　

                                

　
　

別
だ
ん
か
れ
き
た
り
哉
、

　
　

落
場ば

は
、
私
へ
取
木
り
と             　
　

　
　

申
上
、
村
役
人
勘
四
郎

　
　

つ
れ
参
り
、
口
書
指
出　
　
　
　
　
　

                 

　
　

申
置
候
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                             

（
12
頁
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                         

一
、
村
産
宮
御
湯
立
は　
　
　
　
　
　
　
（
三
）                               

　
　

五
月
九
日
ヲ
小
待
屋
ト　
　
　
　
　
　
　

                            

　
　

横
内
ト
私
は
覚
番
取　
　
　
　
　
　
　
　

                                

　
　

申
候
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                  

一
、
寛
政
六
寅
三
月
廿
九
日　
　
　
　
　
（
四
）         

　
　

消
息
仕
候
、
村
々
役
人　
　
　
　
　
　

      

　
　

衆
及
、
埴
原
田
役
人　
　
　
　
　

                            

　
　

祝
儀
而
金
弐
分　
　

                           

　
　

埴
原
村
役
人
金
壱
分　
　
　
　
　
　
　

                                

　
　

村
役
人
同
壱
分
、　　
　
　
　
　
　
　

                                  

一
、
寛
政
七
夘
年
埴
原
田　
　
　
　
　
　
（
五
）                             

　
　

村
中
而
ま
く
納
候,　
　
　
　
　

                                  

　
　

施
主
初
ニ

私
弐
朱
奉　
　
　
　
　
　
　
　

                               

　
　

納
仕
候
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                             

一
、
埴
原
田
村
産
宮
湯
立
之        　
　
　
（
六
）

　
　

節
、
御
初
尾
之
内
壱
斗　
　
　
　
　
　

                           

（
13
頁
）                            

　
　

祝
詞
料
ニ
私
へ
申
請          

一
、
天
明
二
巳
年
神
之
原　
　
　
　
　
　
（
七
）        

    　

御
さ
を
入
、
不
口
米
、
大
豆     

　
　

有
、
宮
田
渡
へ
願
、
本
社      

　
　

末
社
三
石
之
知
行
米          

　
　

相
分
ら
づ
、
式
部
申
所
は
、         

　
　

間
切
事
申
わ
か
ら
づ
故

　
　

高
嶋
江
申
出
、
柳
口
ニ
而        

　
　

御
尋
有
、
異
本
不
残
申
上     

　
　

同
二
月
十
九
日
柳
口
ニ
出       

    　

本
社
、
末
社
分
申
上
、
五
月        

　
　

十
二
日
差
紙
付
十
三
日
出
、     

    　

惣
高
米
不
口
米
相
わ
か

　
　

ら
ず
と
申
上
、
七
月
十
八
日　
　
　
　

　
　

出
、
口
書
読
聞
せ
ゑ
づ          

    　

拝
見
致
シ
、
神
宮
寺
村          

　
　

定
五
郎
、
小
別
当
願             

（
14
頁
）　        

　
　

九六

月
廿
五
日
ニ
柳
口
へ          

　
　

出
願
之
通
り
、
被
仰
付
候
、      

　
　

定
五
郎
は
外
〆
、
式
部
は     

　
　

十
日
つ
ゝ
し
ミ
、
廿
五
年

    　

分
大
豆
代
弐
両
壱
分
弐
朱     

    　

宮
田
渡
大
官
ゟ
請
取
、        

一
、
寛
政
九
年
、
吉
田
ゟ  　
　
　
　
　
　
（
八
）    

    　

小
社
家
改
参
り
被
仰
付        

    　

候
所
は
、
吉
田
役
人
ゟ     

    　

御
免
き
よ
請
ろ
と          

　
　

申
、
同
十
一
年
二
月
十
六
日    

　
　

御
免
ん
き
よ
い
か
ゞ
な
る      

    　

や
と
度
々
せ
め
ら
れ          

    　

二
三
年
の
日
の
べ
申
、      

    　

又
十
月
申
訳
致
来            

　
　

二
月
十
六
日
御
屋
敷
江

　
　

出
、
ゑ
ほ
し
□
た
り　
　
　
　
　
　
　
　

                           

（
15
頁
）

　
　

も
な
ら
ぬ
と
被
申
候　
　
　
　
　
　
　

                    

　
　

故
、
其
上
京
都
へ
参
り
、　　
　
　
　
　

      

一
、
京
和
四
丙

子
年
村
御
頭          　
　
　
（
九
）                          

　
　

御
座
候
、
正
月
六
日
申
込　
　
　
　
　

                                  

　
　

有
之
、
酒
弐
升
、
さ
ば　
　
　
　

                                  

　
　

弐
本
申
請
、
同
十
一
日　
　
　
　
　
　

                               

　
　

御
府ふ

付
、
其
時
、
ご
ざ
、
無
し
ろ　
　
　

                           

　
　

ぞ
う
り
三
升
三
合
、
か
み　
　
　
　
　
　

                      

　
　

壱
丈
是
以
折
林
有
、　　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　

二
月
八
日
生
神
入
、
其
日　
　
　
　
　
　

                           

　
　

き
や
く
ニ
参
り
、
宮
田
渡

　
　

御
出
、
出
向
ニ
む
し
ろ　
　
　

                             

　
　

壱
枚
わ
た
る
な
り
、　　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　

車
屋
い
し
橋
の
所
ニ
而　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　

御
ひ
ろ
う
有
、
其
日　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　

下
し
く
致
宿
代
金　

                                

　
　

弐弐

分分
中
お
り
弐
丈
人
足　
　
　
　
　
　

                                    

　
　

賃
四四

人
渡
物
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　

        



（
16
頁
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

                             
一
、
京
和
四
年
二
月
十
五
日
、　　
　
　
　
（
十
）                        

　
　

吉
田
役
人
宮
川
大
善　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

参
り
御
免
ん
き
よ　
　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　

願
被
仰
付
、
位
金
は　
　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　

五
ヶ
年
季
ニ
願
申
候
、　　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

神
子
、
八
乙
女
迄
如
是
也
、　　
　
　
　

                             

一
、
正
月
十
五
日
御
種
ま
き　
　
　
　
（
十
一
）                           

　
　

御
そ
な
へ
目
方
十
二
匁
、　　
　
　
　
　

                           

　
　

二
十
五
匁
三
十
め　
　
　
　
　
　
　
　

                         

一
、九
頭
井
之
御
宝
前
立　
　
　
　
　
（
十
二
）

　
　

か
わ
り
之
節
は
、
殿
入　
　
　
　
　
　
　

                            

　
　

有
之
、
年
号
は
文
化
九　
　
　
　
　
　

                           

　
　

丑
年
也
、
其
時
明
神
様　
　
　
　
　
　

             

　
　

よ
り
御
酒
御
肴
参
り
、　　

　
　

三
升
三
合
、
酒
弐
樽
、
か
み

　
　
　
　
ご
ざ　
　
　
　
　

銭
弐
百
文                               

　
　

壱
丈
肴
む
し
ろ
は            

　
　

村
役
所
よ
り
有
、                   

（
17
頁
）                                

 

一
、
村
々
御
湯
立
御
初
穂　
　
　
　
　
（
十
三
）               

　
　

無
心
ニ
廻
り
、
八
月
十
八
日           

　
　

十
九
日
、
廿
日
、
千
之
丞

新
兵
衛     

　
　
左
源
太

庄
九
郎

文
化
夘
年
也
、     

一
、
文
化
十
一
年
十
一
月
十
日
ニ   　
　
（
十
四
）      

　
　

吉
田
役
人
進
之
助
参
り  

、          

　
　

め
ん
き
よ
色
々
読                 

　
　

聞
せ
、
其
上
た
づ
ね
代            

　
　

金
壱
分
出
し
、
め
ん
き
よ            

　
　

請
書
十
二
月
廿
日
ニ
書            

　
　

上
申
候
、
廿
八
日
御
め
ん         

　
　

き
よ
請
取
御
礼
酒
壱
樽
、            

一
、
文
化
八
未
年
二
月
朔
日 　
　
　
　
（
十
五
）           

　
　

九
頭
井
鳥
居
こ
ろ
び
、            

　
　

是
迠
三
度
私
へ
取
木
り
、   

　
　

村
役
人
太
左
衛
門

長
右
衛
門   

（
18
頁
）                               

一
、
文
化
十
酉
年
十
月
十
九
日　
　
　
（
十
六
）        

　
　

貴
舩
御
湯
立
、
其
場              

　
　

よ
り
花
森
式
部
の              

　
　

論
初
り
、
早
速
、
宮
田
渡            

　
　

様
へ
願
出
、
式
部
儀
は            

　
　

色
々
書
上
、
無
づ
か
し             

　
　

く
な
り
、
中
間
だ
ん
じ          

　
　

之
上
、
願
下
申
候
、            

　
　

十
二
月
十
四
日
相
済
、            

　
　

花
森
不
届
物
也
、              

一
、
文
化
十
一
戌
年
埴
原
田
村　
　
　
（
十
七
）        

　
　

御
頭
ニ
御
座
候
、
正
月           

　
　

五
日
ニ
申
込
有
之
候
、           

　
　

さ
ば
二
本
、
酒
二
升
、
同
十
三
日
、

　
　

同
十
一
日
境
し
め
二
ヶ
所        

　
　

北
大
塩
境
、
矢
ヶ
崎
境
、
其
時　
　
　
　

                           

　
　

献
も
の
む
し
ろ
、
酒
二
樽　
　
　
　
　

                             

（
19
頁
）　　

                             

　
　

さ
ば
二
本
、
か
み
壱
丈　
　

      

あ
さ
真
綿

　
　

三
升
三
合
、
是
で
壱
ヶ
所
分                      

　
　

二
ヶ
所
同
断
と
成
ル
也　
　
　
　
　
　

                             

　
　

其
日
御
社
宮
司
様
へ　
　
　
　
　
　
　

                                  

　
　

御
祝
詞
有
其
献
も
の
ハ　
　
　
　
　
　

                          

　
　

さ
ば
二
本
、
三
升
三
合
酒　
　

             

　
　

二
樽
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　

同
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                    

一
、
鋳
物
師
屋
新
田
其
時　
　
　
　
　
（
十
八
）   

　
　

よ
り
御
頭
ニ
む
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                  

　
　

ば
り
、
土
橋
氏
子
之　
　
　
　
　
　
　
　

                                    

　
　

私
壇
中
也
、

一
、
文
政
三
庚

辰
年　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
九
）

　
　

九
月
二
日
九
頭
井
之　
　
　
　
　
　
　

                

　
　

社
ニ
立
が
れ
の
大
棟
有
、　　
　
　
　
　
　

                        

　
　

二
本
頼
岳
寺
無
信
被
申　
　
　
　
　
　

                      

　
　

う
つ
木
、
枝
ハ
、
私
取
候
、　　
　
　
　

                                      

　
　

其
時
連つ
都

方
へ
宮
奉
行　
　
　

                                    

　
　

届
、
其
由
内
ニ々
而
有
、

（
20
頁
）                                   

一
、
文
政
七
申
年
十
月　
　
　
　
　
　
　
　

                                  

　
　

朔
日
主
水
消主

水息
仕
候
、
其
節　
　
　
　
　

                       

　
　

中
間
一
統
参
り
、
其　
　
　
　
　
　
　

                             

　
　

日
村
々
役
人
ヲ
茂
及　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

祝
義
而
役
人
参
り　
　
　
　
　
　
　
　

                                      

　
　

金
弐弐

分分
塚
原
村
役
人　
　
　
　
　
　
　

                     

　
　
要
左
衛
門

七
五
郎

金
弐
分
村
役
人　

                        

　
　
　
　
　
　
埴
原
田
名
主

　
　
市
五
郎　

長
右
衛
門

金
弐
分　
忠
五
郎　

猶
右
衛
門　

               

一
、
文
政
七
年
別
札
宗
門　

 

左                                 

　
　

被
仰
付　
　
　

  

松
井
友
右
衛
門
殿　
　

                                      

　
　

軍
奉
行
、　　
　

久
保
嶋
權
平　

                                    
       

林
弥
太
兵
衛
殿          

   　

大
目
付　
　
　

  

前
田
弥
左
衛
門
殿       

    　
　
　
　
　
　
　

 

赤
沼
七
郎
右
衛
門
殿

一
、
同
年
九
月
廿
七三

日  　
　
　
　
　
（
二
十
二
）

（
21
頁
）

　
　

宮
田
渡
様
ゟ
見
習
被       

　
　

仰
付
御
礼
酒
三
升　

さ
ば
二
本   

   　

土
橋
氏
江
酒
壱
升
御
礼           

　

檀
中
覚                       

   　
　
　

坂
室
新
田　

今
井
氏
子

　
　

久
右
衛
門　
　

庄
右
衛
門

　
　

庄
兵
衛　
　
　

良
右
衛
門

　
　

六
左
衛
門　
　

清
左
衛
門

    　

勝
右
衛
門　
　

平
七

　
　

三
治
郎　
　
　

孫
右
衛
門

　
　

音
松　
　
　
　

染
右
衛
門 

   　

末
三
郎　
　
　

五
郎
右
衛
門

　
　

善
右
衛
門　
　

徳
左
衛
門

　
　

仙
左
衛
門

　
　

文
四
郎

   　

祖
兵
衛                     

（
22
頁
）

　
　
　

  　
今
井         

　

上
場
沢
柳
平
氏
子              

   　

染
右
衛
門　
　

孫
右
衛
門

　
　

惣
兵
衛　
　
　

幸
右
衛
門

　
　

徳
三
郎　
　
　

勘
兵
衛 

    　

沖
右
衛
門　
　

市
左
衛
門

　
　

亀
三
郎　
　
　

仙
之
丞

　
　

与
左
衛
門　
　

幸
左
衛
門

　
　

杢
兵
衛　
　
　

永
吉

　
　

冨
右
衛
門　
　

作
兵
衛

　
　

藤
左
衛
門　
　

弥
左
衛
門

　
　

惣
五
郎　
　
　

栄
左
衛
門       

　

鋳
物
師
屋　

土
橋
氏
子

　
　

土
橋　
　
　
　
　

上

　
　
　
　

小
右
衛
門　
　

長
左
衛
門

   　

同　

政
右
衛
門　
　

吉
蔵

　
　
　
　

惣
吉　
　
　
　

常
吉　
　

　
　
　
　

平
右
衛
門　
　

吉
之
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
左
衛
門

（
23
頁
）          

　

笹
原
新
田　

関
氏
子              



   　

徳
右
衛
門　
　
　
　

彦
兵
衛

　
　

助
右
衛
門　
　
　
　

四
郎
兵
衛

　
　

勘
右
衛
門　
　
　
　

紋
之
丞

　
　

三
次
郎　
　
　
　
　

杢
之
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
右
衛
門 

　

矢
ヶ
崎
檀
壇
中                   

　
　

惣
左
衛
門　
　
　
　

次
郎
兵
衛

　
　

源
右
衛
門　
　
　
　

四
郎
兵
衛

　
　

万
吉　
　
　
　
　
　

用
助

　
　

権
之
助　
　
　
　
　

惣
之
丞　
　
　
　
　

                        

　

新
井
村　

田
村
氏
子                          

　
　

覚
左
衛
門　
　
　

初
三
郎

　
　

粂
右
衛
門　
　
　

                             

　
　

和
三
郎

　
　

長
三
郎

　
上
之
惣
右
衛
門　
　

                           

　
同
断
金
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
24
頁
）

　

村
壇
中
以
前

　
　
　

矢
崎
苗
字
也
、                        

　
　
　
　

重
助　
　

常
弥　
　
　
　
　
　
　
　

　

糸
谷
新
田
檀
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　

信
玄
公
氏
子
湯
田
坂
一
統　
　
　
　
　
　

                           

一
、
文
政
九
丙

戌
年　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
三
）

　
　

宮ミ
や

田
渡
様
御
息
位                 

　
　

九
月
三
日
有
之
、　　
　
　
　
　
　
　

                    

　
　

其
事
ニ
付
、
三
十
日
之　
　

                         

　
　

御
祓
日
々
壱
人
宛                 

　
　

覚か
く
ば
ん番
ニ
参
り
、
又
ハ　
　

                         

　
　

金
子
壱
両
宮
田
渡　
　
　
　
　
　
　
　
　

                    

　
　

様
ゟ
頂
戴
、
其
金
ニ
而　
　
　
　
　
　

                           

　
　

御
用
之
物
、
御
見
舞　

                  

　
　

絹
拾
反
、
是
は
本
社　
　
　
　
　
　
　

                      

　
　

太
夫
よ
り
御
見
舞　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

   

よ
し
ず
廿
一
間
、
是
ハ　
　
　
　
　

                         

（
25
頁
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

末
社
太
夫
よ
り　
　
　
　
　
　

                     

　
　

野
□
さ
ら
し
は
八
乙
女
、             

　
　

す
あ
ミ
、
太
夫
中
拾
間　

                  

　
　

堂
ニ
而
あ
ミ
申
候
、　　
　
　
　
　
　
　
　

           

　
　

其
日
之
勤
前
宮
ニ
有
、　　
　
　
　
　
　
　

　
　

大
宮
ニ
有
、
磯
并
、
御
玉
狩　
　
　
　

                      

　
　

後
日
、
御
射
山
、
九
頭
井　
　
　
　
　

                           

　
　

明
後
日
身
曽
木
様
也
、　　
　
　
　
　

                        

　
　

當
日
弁
当
、
夜
半
頂
戴
、　                           

　
　

御
な
が
れ
も
有
之
、　　

                                

一
、文
政
十
亥
年
、宮
田
渡
様　
　
　
（
二
十
四
）        

    　

殿
様
御
国
入
之
節
、
私 

　
　

方
江
宮
田
渡
様
御
入

  　
　
　

ニ
付
、
せ
つ
隠
こ
し
ら
い 

　
　

其
旨
願
候
、
御
屋
敷
ゟ     

    　

南
鐐
一
□
頂
戴
仕
候
、 

（
26
頁
）                               

 　
　

五
官官

人
衆
江
茂
頼              
    　

□
、
其
時
御
山
大
松            

    　

二
本
頂
戴
、
其
木
拂          

    　

弐
両
也
、
宮
田
渡
様

　
　
　
　
　
　

 

出          
    　

殿
様
へ
御
□
向
之
時
ハ        

    　

坂
之
六
ッ
く
小
路
よ
り        

    　

家
ご
ニ
而
の
り
下
り
、  

一
、
文
政
十
丁

亥
年　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
五
）             

    　

神
楽
殿
立
替
有
、              

　
　

其
節
よ
り
、
太
々
神
楽         

    　

執
行
有
之
、
永
代
也
、          

　
　

定
日
は
、
八
月
五
日
事
、         

一
、
同
寅
年
天
水
并　
　
　
　
　
　
（
二
十
六
）              

    　

三
拾
九
社
同
入
口
御
門       

    　

薬
師
堂
立
替
有
之
、            

一
、
同
年
木
田
橋
懸
掛　
　
　
　
　
（
二
十
七
）          

（
27
頁
）                  

    　

文
政
十
丁

亥
年
改
り     　
　
　
　
（
二
十
八
）     

　
　

御
城
御
屋
鋪
太
々
神
楽        

　
　

神
子
屋
在
郷
御
初
尾          

　
　

割
定
也
、                   

    　
　
　

外
記
太
夫
分                 

　

御
城
割                       

一
、八
升　
　
　
　

本
社
割         

　

先
規
壱
斗
六
升
之
處
、

　

此
度
八
升
減
之
不
足
之

　

處
江
差
遣
申
候
御
事
、

　
　

壱　

三

一
、
弐
斗
六
升　

 

末
社
割

一
、  

八
升　
　
　

 

左
門
太
夫
分   

一
、
壱
升
六
合　

 

御
屋
鋪
割　
　
　
　
　
　

      

一
、八
升　
　
　
　

採
燈
割　
　
　
　
　
　
　

                             

一
、八
升　
　
　
　

駄
賃
分

（
28
頁
）　　
　
　
　
　
　

                          

　
　
　
　

源
太
夫
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

御
城
割　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                  

一
、
壱
斗
三
升　
　

  

末
社
割　
　
　
　
　
　

                  

一
、八
升　
　
　
　
　

本
社
割        

一
、八
合　
　
　
　
　

御
屋
鋪
割                           

　
　

九
頭
井
太
夫
分　
　
　
　
　
　
　
　
　

                             

　

御
城
割　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

一
、
壱
斗
三
升　
　
　

末
社
割

一
、八
升　
　
　
　
　

本
社
割

一
、八
合　
　
　
　
　

御
屋
鋪
割                             

　
　
　

右
近
太
夫
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             

一
、
右
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　
　

左
近
太
夫
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                             

　

御
城
割　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

一
、
壱
斗
三
升　
　
　

末
社
割         

一
、八
升　
　
　
　
　

兼
帯
分　

        
(
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）　　
　
　
　
　

                                  

一
、
壱
斗　
　
　
　
　

祝
詞
料　

             

一
、八
合　
　
　
　
　

御
屋
鋪
割       

　

御
城
御
初
穂
割
之
儀
、
太
夫　
　
　
　
　

                         

　

一
統
兼
帯
迄
頂
戴
仕
候　
　
　
　
　
　

                             

　

得
共
、
先
規
皆
様
之
演
ニ
御　
　
　
　
　
　

                            

　

座
候
哉
、
末
社
壱
人
分
差　
　
　
　
　

             

　

遣
居
り
候
間
、
来
ル
戊
子
年　

　

よ
り
末
社
兼
帯
ニ
は
御
座　
　

　

候
得
共
本
社
之
割
八
升　
　
　
　
　
　

             

　

差
遣
シ
可
申
御
事
、     

　
　

真
柿
太
夫
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                           

　

御
城
割　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

一
、
壱
斗
三
升　
　
　

末
社
割            

一
、八
升　
　
　
　
　
　

楽
持
分          

一
、八
合　
　
　
　
　
　

御
屋
鋪
割           

 （
30
頁
）                                 

　
　

右
楽
持
之
儀
は
、
先
規
ゟ

　
　

壱
度
分
壱
升
宛
ニ
御
座             

　
　

候
得
共
、
余
り
少
分
之
儀           

　
　

故
、
壱
度
分
弐
升
宛
差              

　
　

遣
候
御
事
、                     

  　
　
　

左
源
太
夫
分                     

　

御
城
割                          

一
、
壱
斗
三
升　
　
　
　

  

末
社
割            

一
、八
合　
　
　
　
　
　
　

御
屋
鋪
割          

  　
　
　

大
市
分                          

一
、
壱
斗
四
升
四
合　
　

  

御
城
割          



一
、四
升　
　
　
　
　
御
射
山
駄
賃
分     

一
、三
升
三
合　
　
　
　
　

御
屋
鋪
割          

  　
　
　
　

仁
居
分                          

一
、八
升　
　
　
　
　
　
　

御
城
割            

一
、八
合　
　
　
　
　
　
　

御
屋
鋪
割          

（
31
頁
） 1974                                  

  　
　
　

七
郎
分                          

一
、
右
同
断

　
　
　
　

武
居
分      

一
、
右
同
断                          

  　
　
　

乙
女
四
人                        

  　

御
城
并
御
屋
鋪
割
ニ
而              

一
、三
斗
五
升
弐
合　
　
　

休
職
分          

    　

右
休
職
分
出
人
割
ニ
仕
御
事          

  　
　
　

花
森
分                          

一
、
壱
斗　
　
　
　
　
　

  

御
城
割               

一
、八
合　
　
　
　
　
　
　

御
屋
鋪
割            

　
　
　

大
蔵
分                          

一
、八
升　
　
　
　
　
　
　

御
城
割             

一
、八
合　
　
　
　
　
　
　

御
屋
鋪
割            

（
32
頁
）1975                                 

　
　
　

熊
野
分                          

一
、
右
同
断                          

　
　
　

宮
森
分                          

一
、
右
同
断　
　
　
　

　
　
　

朝
日
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                           

一
、
右
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　
　

笹
森
分                  

一
、八
升　
　

御
城
割　
　
　
　
　
　
　
　

                      

　
　
　

岩
森
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

一
、六
升　
　

御
城
割　
　
　
　
　
　
　
　

                             

　
　
　

藤
森
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                           

一
、
右
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　
　

宮
沢
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                             

一
、八
合　
　

御
屋
鋪
割　
　
　
　
　
　
　

                           

一
、
壱
斗　
　

祝
詞
料　
　
　
　
　
　
　
　

                             

（
33
頁
）1976　

                             

一
、七
升
五
合　

入
用　
　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

〆
三
石
六
斗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                             

　
　

太
々
神
楽
御
初
尾　
　
　
　
　
　
　
　

                      

　
　
　

七
両
弐
分
之
割　
　
　
　
　
　
　
　

                             

一
、
弐
分　
　
　
　

外
記
太
夫                           

　
　
　

外
ニ
壱
分
神
山
勤
料　
　
　
　
　
　
　

                                

一
、
壱
分
五
百
文　

源
太
夫　
　
　
　
　

   

一
、
右
同
断　
　
　

九
頭
井
太
夫　
　
　

                           

一
、
右
同
断　
　
　

右
近
太
夫　
　
　
　

                         
一
、
右
同
断　
　
　

左
近
太
夫　
　
　
　

                                    
一
、
右
同
断　
　
　

真
柿
太
夫　
　
　
　

             
一
、
右
同
断　
　
　

左
源
太
夫　
　
　
　

                             

一
、
壱
分
弐
百
文　

増
沢
数
馬　
　
　
　

                            

（
34
頁
）1977　
　
　
　
　

一
、
壱
分
弐
朱　
　

大
市　
　
　
　
　
　

                                    

一
、
弐
朱　
　
　
　

仁
居　
　
　
　
　
　

                                

一
、
右
同
断　
　
　

七
郎　
　
　
　
　
　

                           

一
、
右
同
断　
　
　

武
井　
　
　
　
　
　

                              

一
、
弐
分　

   

乙
女
四
人
休
職
分　

                  

　
　
　

右
は
出
人
割
ニ
仕
御
事　
　
　
　
　
　

                   

一
、
壱
分　
　
　
　

花
森
分　
　
　
　
　

                    

一
、
弐
朱
五
百
文　

大
蔵　
　
　
　
　
　

             

一
、
右
同
断　
　
　

熊
野　
　
　
　
　
　

                             

一
、
右
同
断　
　
　

朝
日            

　
　

右
五
人
之
内
、
榊
之
舞              

　
　

相
勤
候
者
ハ
、
別
段
百
文          

　
　

差
遣
申
候
御
事
、                 

（
35
頁
）1978                                   

一
、
弐
朱
四
百
文　

笹
森
分          

一
、
弐
朱　
　
　
　

岩
森            

一
、
右
同
断　
　
　

藤
森            

一
、五
百
文　
　
　

  

宮
沢
分

　
　
　
　
　
　
　
　

 

神          

一
、
右
同
断　
　
　

神
森            

一
、
右
同
断　
　
　

い
津
み          

一
、
弐
貫
文　
　
　

山
浦
神
子        

　
　

右
末
社
神
子
之
儀
は              

　
　

出
勤
仕
候
得
は
、
御
初
尾          

　
　

頂
戴
仕
候
御
事
、                 

一
、
壱
貫
文　
　
　

上
下
着          

一
、
壱
分
弐
百
文　

採
燈            

一
、
弐
貫
四
百
文　

小
給
拾
弐
人      

（
36
頁
）1979                                  

一
、
壱
貫
文　
　
　

人
足            

　
　

金
四
両
三
分
弐
朱              

　

〆
銭
拾
四
貫
、
銭
為
金

　
　

弐
両
四
百
文   

　
　
　

右
金
銭                          

　

〆
六
両
三
分
弐
朱
四
百
文          

　
　
　

残
而

　
　
　
　

弐
分
四
百
四
拾
八
文           

　
　

右
は
諸
敷
入
用
等
ニ

　
　

仕
候
御
事
、       

一
、
金
弐
分　
　
　

神か
ざ
り下

料  

　

右
は
源
太
夫
方
ニ
而
仕
来
候
事       

一
、
金
壱
両　
　
　

弁
当
料            

　

右
は
外
記
太
夫
家
ニ
而
出
シ          

　

来
候
御
事
、                     

（
37
頁
） 1980

　
　
　

大
宮
御
初
尾
割                   

一
、
壱
分
也                          

　
　

右
之
内
四
百
文
余
、
檀
家          

　
　

之
者
江
引
取
、
か
み
、
火
縄        

　
　

其
外
入
用
御
座
候
得
は　
　
　
　
　
　
　

                               

　
　

右
之
内
ニ
而
檀
家
之
者                             

　
　

相
拂
申
候
御
事
、　　
　
　
　
　
　
　
　

                               

一
、
割
合
壱
貫
弐
百
文
ニ         

　
　

御
座
候
、
右
之
内
三
百
文

　
　

本
当
頂
戴
仕
候
、
此
内

       

ニ
而
薪
代
、
志
き
物
等
か
い

　
　

申
御
㕝
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

                           

一
、七
拾
弐
文
、
大
市
頂
戴

　
　

仕
候
、
残
而
八
百
廿
四
文　
　
　
　
　
　

                           

　
　

太
夫
乙
女
本
社
神
子　
　
　
　
　
　
　
　

                        

（
38
頁
）1981　
　
　
　

                           

　
　

五
人
ニ
而
頂
戴
仕
候
御
㕝
、　　
　
　
　

                    

　
　

外
ニ
乙
女
四
人
休
職
分　
　
　
　
　
　

                     

　
　

百
三
拾
四
文
は
、
出
勤
之　
　
　
　
　

                         

　
　

者
ニ
而
頂
戴
仕
候
御
㕝
、　　
　
　
　
　

                      

式
部
并
ニ

大
市
儀
は
頂
戴
不
仕
候
、　　

                           

一
、
在
郷
御
初
尾
割
之　
　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

儀
、
外
記
太
夫
儀
は　
　
　
　
　
　
　

                             

　
　

古
来
ゟ
不
参
之
節　
　
　
　
　
　
　

                                    

　
　

茂
、
何
方
ニ
不
限
頂
戴　
　
　
　
　
　

                      

　
　

仕
来
り
、
太
夫
中
神
子
中　
　
　
　
　

                             

　
　

之
儀
は
先
規
ゟ　
　
　
　
　
　
　
　

                                  

　
　

不
参
之
節
は
頂
戴　
　
　
　
　
　
　
　

                             

　
　

不
仕
候
處
、
猶
又
此
度　
　
　
　
　
　

                      

　
　

相
改
り
、
不
参
之　
　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　

節
は
太
夫
中
人
　々
　
　
　
　
　
　
　

        

（
39
頁
）1982　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                     

　
　

檀
家
之
村
ハ
、
別
段
、
其　
　
　
　
　
　

                                  

　
　

外
差
遣
不
申
趣
ニ　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　

冶
定
仕
候
御
㕝
、　　
　
　
　
　
　
　

                      

　
　
　

但
シ
源
太
夫
儀
は　
　
　
　
　
　
　

                        



　
　
　

是
迠
外
記
太
夫　
　
　
　
　
　
　
　

                        
　
　
　

同
様
頂
戴
仕
居
候
、　　
　
　
　
　
　

                      

　
　
　

不
参
之
節
前
ニ
頂
戴
致
シ       

　
　
　

振
合
も
御
座
候
ニ
付
、         

　
　
　

茅
野
芳
之
助
一
代
半          

　
　
　

割
、
指
遣
シ
申
候
趣
ニ         

　
　
　

冶
定
仕
候
御
㕝
、             

    　

天
保
元
年
、
芳
之
助
不
仕
ま
つ
ニ
付
指
留
申
候
、

　
　

右
割
合
之
儀
、
宮
田
渡              

    　

様
ゟ
御
内
々
蒙
思

　
　

召
ヲ
、
中
村
茂
兵
衛            

（
40
頁
）1983                                 

　
　

立
入
一
統
相
談
仕
候
、             

　
　

上
冶
定
之
儀
ニ
御
座               

　
　

候
得
は
、
已
後
右
割             

    　

合
之
儀
違
乱
為                   

　
　

申
間
敷
、
惣
代
ニ                   

　
　

相
立
連
印
仕
置
候
、              

    　

為
後
日
仍
如
件
、                

  　
　
　
　
　

外
記
太
夫　

印             
   　

　
　

太
夫
中
惣
代              

   　
　
　
　
　

九
頭
井
太
夫　

印          
   　

　
　

右
同
断　

　
　
　
　
　
　

左
近
太
夫　

印   

　
　
　
　

乙
女
惣
代                  

   　
　
　
　

金
井
友
作
代
印          

   　
　
　
　
　
　
　
　

大
市　

印     

　
　
　
　

神
子
惣
代

　
　
　
　
　

利
右
衛
門
代
印          

   　
　
　
　
　
　
　
　

花
森　

印                 

一
、
文
政
十
寅
年
入
口
門
建　
　
　
（
二
十
九
）           

（
41
頁
）1984                           

　
　

替
有
、
入
口
御
門
江                  

　
　

神
楽
座
一
道
十
五
両     

　
　

太
々
神
楽
ヲ
寄
附
致
、             

一
、
文
政
十
三
庚

寅
年　
　
　
　
　
　
　
（
三
十
）                

　
　

七
月
九
日
ニ
宮
田
渡               

　
　

類
火
ニ
相
、
其
節
二
日               

　
　

太
夫
中
御
見
舞
、
其 

　
　

月
土
橋
左
善
殿
之
内                

　
　
ニ
而
、
太
夫
中
御
見
舞　
　
　
　
　
　
　

                      

　
　

之
帳
付
致
候
、
中
（
仲
間
か
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
真　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

太
夫
、
神
子
ニ
而
真
綿　
　
　
　
　
　
　

                     

　
　

弐
百
五
拾
目
御
見
舞　
　
　
　
　
　
　

                      

　
　

申
候
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                      

一
、
御
柱
年
八
月
十
六
日　
　
　
　
（
三
十
一
）                          

　
　

御
宝
殿
御
う
つ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

                        

　
　

有
之
、
其
日
太
夫
中　
　
　
　

                  

（
42
頁
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　

御
宝
物
は
小
び
、
其
日　
　
　
　

                   

　
　

草
履
壱
足
つ
ゝ
渡
也
、　　
　
　
　
　
　

             

　
　

皆
消
息
ニ
而
御
見
こ
し　
　
　

                      

　
　

出
初
る
ト
打
は
や
し
有
、　　
　
　
　
　

                     

　
　

終
ニ
而
、
其
ば
ん
弁
当
御
酒　
　
　

                  

　
　

明
神
様
ゟ
頂
戴
有
、　　
　
　
　
　
　

                             

　
　
寅　
　
　
　
　
　
　

寅　
　
　
　
　

                           

一
、
御
柱
年
十
月
十
八
日
ニ　
　
　
　
　
　
（
三
十
二
）                      

　
　

九
頭
井
之
御
柱
立
也
、　

　
　

其
時
祝
詞
有
酒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

二
樽
三
升
三
合
か
み
壱
丈　
　
　
　
　
　

                                

　
　

む
し
ろ
、
ひ
も
の
二
れ
ん                               

　
　

是
以
勤
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                           

一
、
同
其
年
は
、
小
宮
祭
也
、　　
　
（
三
十
三
）                                  

　
　
ニ
而
津
嶋
、
八
幡
、
稲
荷                       

　
　

秋
葉
右
四
社
へ
殿
入　
　
　
　
　
　
　

                                

　
　
ニ
而
も
御
林
也
共
勤
も
の
也
、

（
43
頁
）              

　
　

壱
社
ニ
付
、
三
升
三
合

　
　

酒
五
盃
無
し
ろ
壱
枚　
　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

四
社
分
之
か
み
中
折　
　
　
　
　
　
　
　

                      

　
　

弐
丈
也
、
干
も
の
四
れ
ん　
　
　
　
　
　

                           

　
　

是
は
献
も
の
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　

                      

　
　

当
日
御
礼
鳥
目
弐
拾　
　
　
　
　
　
　
　

                            

　
　

疋
、
右
之
通
り
慥
ニ
請

　
　

取
申
候
、　

名
主　

分
次
郎　
　
　
　
　

　

  　
　
　
　
　

同
断　

市
五
郎　

            

一
、
同
年
霜
月
十
日
、
茅
野　
　
　
（
三
十
四
）              

　
　

芳
之
助
、
太
々
神
楽
願            

　
　

其
太
々
不
知
（
始
）
末
ニ
付
、               

　
　

三
拾
日
外
〆
被
仰
付              

 　
　

其
上
御
預
り
之
長
持              

 　
　

御
取
上
ニ
也
、
式
部
方
へ           

 　
　

御
預
り
ニ
御
座
候
、
其             

 　
　

節
太
夫
中
出
張                   

（
44
頁
）1987                                 

　
　

長
持
改
封
而
渡
ス                  

 　
　

も
の
也
、                        

一
、
天
保
二
卯
年
埴
原
田　
　
　
　
（
三
十
五
）              

　
　

御
頭
ニ
御
座
候
、
正
月               

　
　

九
日
申
込
有
之
、                    

　
　

さ
ば
弐
本
、
酒
弐
升        

　
　

同
十
一
日
境
〆
也
、
其
日          

　
　

御
社
宮
司
へ
祝
詞
有
、             

　
　

献
も
の
三
升
三
合

　
　
　
　
　

さ
ば
二
本
、
酒

　
　

二
樽
、
是
以
勤
も
の
也
、            

 　
　

矢
ヶ
崎
境
、
北
大
塩
境
二
ヶ
所
也
、     

一
、
境
じ
め
壱
ヶ
所
ニ
付      

　
　

献
物
三
升
三
合
、
か
み
壱
丈          

　
　
　
壱
具

　

神
酒
弐
樽
、
さ
ば
二
本
、
ご
ざ 

　
　

無
し
ろ
壱
枚
ヅ
ゝ
草
履

　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
足       

　
　

境
〆
は
、
二
ヶ
所
也
、
右
之
通

（
45
頁
）

　
　

其
日
御
礼
鳥
目
弐
拾
疋                       

　
　

役
人
持
参
致
物
也
、               

一
、
御
頭
ニ
付
、
清
浄
御
祓
ニ            

　
　

御
祭
礼
前
二
度
廻
り              

　
　

御
三
合
二
度
分
六
合
也
、          

　
　

其
上
四
合
御
無
心
申              

　
　

壱
け
ん
前
壱
升
ニ
也 

、        

　
　
　
　
　

埴
原
田
村
名
主　

　
　
　
　
　
　
　

新
兵
衛
殿    　

　
　
　
　
　
　

年
寄　

　
　
　
　
　
　
　

伊
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　

同　

　
　
　
　
　
　
　

市
五
郎　
　
　
　
　
　

                                  

（
46
頁
）1989　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                    

一
、
埴
原
田
村
三
月
三
日
之
御
祭
ニ(

三
十
六)

　

    

先
年
ゟ
御
祭
礼
宿や
ど　

　
　
　
　
　
　

           

　
　

有
之
候
處
、
御
祭
礼
前　
　
　
　
　
　
　

                             

　
　

清
浄
之
御
祓
ニ

朔
日　
　
　
　
　
　
　
　

　

    　
　
　

泊
居
て                         

　
　

二
日
両
日
ニ
廻
り
、
三
日
之　
　
　
　

           

　
　

日
御
祝
詞
有
、
其
日
乃

　
　
　
　
　
　
　

大
入　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　

御
神
酒
、
白あ
ま

酒
壱
樽　

                           

　
　

私
へ
取
来
り
候
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

                    

　
　

文
政
十
一
年
ニ
名
主　
　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

武
兵
衛
ト
申
者
法
定
め　
　
　
　
　
　
　

                                



　
　

当
年
よ
り
祝
詞
料
也
、                      

　
　

御
神
酒
代
也
、
ひ
な
祭
の　
　
　
　

                         

　
　

事
な
れ
ば
、
ひ
な
面
も　
　
　
　

                             

　
　

有
之
候
、
其
田
地
之　
　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　

上
納
米
弐
斗
ニ

御
神
酒　
　
　
　
　
　
　

（
47
頁
）1990　

                

　
　

五
盃
樽
弐
ッ
と
定
、
節
句　
　
　
　
　
　

                    

　
　

之
日
御
社
宮
司
へ
祝
詞　
　
　
　
　
　
　

                        

　
　

有
之
、
産
宮
へ
は
、
不
及
申

　
　

右
之
通
り
定
置
者
也
、　                  

一
、
天
保
四
癸

巳
年　
　
　
　
　
　
　
（
三
十
七
）                        

　
　

諏
方
明
神
様
御
本
社

　
　

立
替
ニ
付
、
九
頭
井
社
ニ
而               

　
　

棟
壱
本
切
り
、
村
役
人　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

郡
方
江
届
ヶ
候
得
ば
、
内
　々
　
　

                        

　
　
ニ
而
き
り
候
様
と
有
之
、　　
　
　
　
　
　

　

   

三
月
二
日
ニ
き
り
、
村
ゟ   

　
　

御
神
酒
三
升
三
合
出
し
候
、　

　
　

明
神
様
ゟ
御
神
酒
参
り　
　
　
　
　
　

                           

　
　

拙
者
勤
候
上
、
き
り　

       

　
　

御
用
木
四
間
四
尺
取
、

　
　

其
外
う
ら
木
け
づ
り
こ
つ
◯

は
、

　
　

拙
者
江
取
候
者
也
、  

（
48
頁
）1991

 　
　
　
　

村　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
十
八
）

　
　
　
　
　

産
宮
御
湯
立　

　
　
　
　
　

秋
葉
山
御
湯
立               

　
　
　
　
　

年
番
覚
事                   

　

従
古
来                          

一
、
産
宮
祭　
　
　

九
月
九
日        

一
、
穐
葉
祭　
　
　

五
月
廿
四
日      

　

九
月
九
日                         

　
　

九
頭
井
宮
ニ
而
祭
り
之
節
者          

　
　

御
三
合
御
鎌
木
万
事
之
者          

　
　

拙
者
方
へ
取
者
也
、                 

　
　

八
幡
宮
之
節
ハ
式
部
殿
へ           

　
　

千
鹿
頭
之
節
ハ
、
左
源
次
殿
へ     

一
、
穐
秋
葉
御
湯
立
之
儀
は
、              

　
　

産
宮
御
湯
立
取
番
之
者            

　
　

其
後
来
ル
、
秋
葉
御
湯
立
ヲ        

　
　

可
取
者
也
、
小
待
屋
、
横
内
之 

一
、
辰
年
未
戌
丑
ニ
取
番
ニ
而
も                    

　
　

酒
五
盃
薪
半
分
ハ
、
手
前
江         

　
　

取
㕝
先
れ
い
也
、                 

　

秋
葉
山
御
湯
立
取
年
覚  

（
49
頁
）1992                                              

　
　

御
湯
立
取
年
覚                   

　
　
　
　

寅
巳  

一
、
辰
午

　
　
申
亥　

　
　

戌
丑　

此
年　
　
　

九
頭
井
太
夫                                   

　
　

     

卯
午

　
　

巳
申

　
　

酉
子　

此
年　
　
　

外
記
太
夫

　
　

亥
酉

　
　

丑
辰

　
　

午
酉                                  

 

一
、
未
戌　

此
年　
　
　

左
源
次
殿

子
卯

　
　

右
之
通
り
御
座
候
、            

　

天
保
四
癸

巳
年
凶
作
ニ
付           

　

同
五
年
正
月
二
日
ゟ
一
七
日     

　

毎
月
朔
日
、
十
五
日
、
五
穀
成
就      

　

御
禱
一レ

祈
二
、十
月
十
五
日
迠
、        

　

一
、
社
不
残
相
勤
二
百
十
日
前          

　
　
　

身
の
り
之
為
と
し
て     

　
　
　

太
々
神
楽
執
行
致
し
候
、 

　
　
　

村
江々
御
守
遣
シ
、
信
心        

　
　
　

者
ゟ
作
之
、
初
穂
申
請
、

　
　
　

五
穀
万
作
ニ
而
、
皆
人
祝

　
　
　

諸
神
之
加
護
ニ
有
之
は
、

（
50
頁
）1993

　
　
　

御
上
始
万
人
之
人
々
大
祝　

                    

　
　
　

重
々
事
ニ
候

　
　

    

其
時
檀
家
改
仕
候
㕝
、　　
　
　
　
　

                        

　

笹
原
新
田
関
氏
子
中　
　
　
　
　
　
　
　

                      

　
　
　
　
　
　

太
兵
衛
、

　
　
　
　
　
　

三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

治
郎
右
衛
門　
　

                 

　
　
　
　
　
　

佐
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

松
之
丞

　
　
　
　
　
　

作
次
郎                    

　
　
　
　
　
　

忠
之
丞

　
　
　
　
　
　

三
次
郎

　
　
　
　
　
　

寅
松

　
　
　
　
　
　

久
蔵　
　
　

                        

　
　
　
　
　
　

三
五
郎　

　
　

〆
拾
壱
人　
　
　
　
　
　
　
　

                        

　

天
保
五
甲

午
年
十
月
迠　
　
　
　
　
　
　

                           

（
51
頁
）1994　

　

五
穀
成
就
作
之
初
穂　
　
　
　
　
　
　
　

                                    

　

村
々
ゟ
申
請
覚　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

一
、
米
弐
斗
七
升
三
合　
　

笹
原
新
田　
　
　

                    
一
、
米
弐
斗
三
升　
　
　
　

鋳
物
師
屋　
　
　

                         
一
、八
升　
　
　
　
　
　
　

  

新
井
村　
　
　
　

                    
一
、
そ
ば
壱
斗
三
升　
　
　

上
場
沢
新
田                    

一
、
米
六
斗
八
升　
　
　
　

塚
原
村
中　
　
　

                         

一
、
米
九
斗　
　
　
　
　
　

埴
原
田
村　
　
　

                    

一
、
金
弐
朱　
　
　
　
　
　

坂
室
氏
子                        

一
、
金
壱
分
弐
朱　
　
　
　

村
中                          

　

米
〆
五
俵
壱
斗
六
升
三
合　
　
　
　
　

                

　
　
　

そ
ば
壱
斗
三
升　
　
　
　
　

                      

　
　

金
弐
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                      

　
　
　

右
之
通
り
御
座
候
、                           

（
52
頁
）1995　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                

一
、
天
保
四
年
よ
り　
　
　
　
　
　
　
（
39
頁
）                    

　
　

同
六
年
迠
ニ

　
　

上
社
御
本
社
立
替
り　
　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　

有
之
未
十
月
九
日
ニ　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

御
棟
上
有
之
、
其
日

　
　

神
楽
座
者
は
神
楽

　
　

殿
ニ
相
つ
め
、
御
湯
神
楽

　
　

執
行
仕
候
、
神
楽
座
江
は
、

　
　

酒
壱
樽
并
弁
当
頂
戴
仕
候
、

　
　

立
始
よ
り
、
成
就
迠
之
内
、

　
　

御
用
有
之
候
節
は
、

　
　

袴
ニ
而
弐
人
宛
差
出
、

　
　

御
用
相
勤
申
候
、

　
　

御
門
神
ニ
入
、
小
屋
道
具           

　
　

并
、
足
し
ろ
迠
、
太
夫            

　
　

が
ご
う
江
被
下                  

　
　

御
棟
上
之
当
日
之               

　
　

く
ん
じ
ゆ
之
㕝
は
、           

（
53
頁
）1996           

　
　

前
代
未
文
之
㕝
也
、        

　
　

郡
中
村
々
よ
り
持
酒             

　
　

き
り
や
う
か
ぎ
り
御
見

　
　

舞
有
之
、                        

　
　
　
　

文
政
五
午
年 　
　
　
　
　
　
（
四
十
）              

　

空　

瑞
林
妙
正
信
女
位          

　
　
　
　

五
月
廾
八
日               

　
　
　
　

天
保
七
申
年               

　

空　

唯
一
良
道
信
士
位          



　
　
　
　

十
月
廾
三
日               

　
　
　
　
　

右
は
矢
嶋
主
水　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
也
、          

一
、
文
政
五
年
午
五
月
廾
八
日        

　
　

母
死
去
之
節                   

　
　

頼
岳
寺
方
丈
心
膳
様            

　
　

開
名
之
㕝
被
仰
候
は
、

　
　
　
　

の            

　
　

是
迠
は
開
名
は
、
平
百
姓        

　
　

同
様
の
開
名
也
、                  

　
　

此
家
は
神
家
官
名               

（
54
頁
）                             

　
　

茂
免
ゆ
る
さ
る

家
な
れ
ば
、        

　
　

是
よ
り
末
々
迠
あ
と
と
り         

　
　

夫
婦
之
義
は
、
信
士
之          

　
　

開
名
を
免
ゆ
る
す

者
也
と
、

　
　

思
召
ヲ
□こ
う

む
り
、
難
有

　
　

仕
合
奉
存
候
と
御
請

　
　

た
れ
と
言
も
頼
岳
寺
仕
候
、

　
　

御
請
替
之
節
ニ
九
頭
井
の
社
◯　
　
　
　

                               

　
　

寺
御
札
は
、
古
来
よ
り                      

　
　

方
丈
様
江
南
鐐
壱
包
ツ
ゝ

　
　
　
（
南
鐐
＝
上
質
の
銀
、
二
朱
銀
の
通
称

　
　

差
上
仕
候
處
、
思
召
ニ
付
、　

　
　

此
度
よ
り
、
百
疋
ツ
　ゝ
　
　

                             

　
　

差
上
候
と
、
願
上
候
、
外
役

　
　

僧
様
江
は
、
弐
百
文
ツ
　ゝ
　
　
　
　
　
　

　
　

為
後
日
ニ
し
る
す
者
也
、　　
　
　
　
　
　

　
　
　

取
次

　
　
　
　

宗
澤
院　
　
　
　
　
　

                      

（
上
部
横
書
）

「
◯
ニ
而
大
棟
弐
本
き
り
其
事
も
高
嶋
向
宮
田
渡

　

し
こ
う
者
故
用
立
せ
さ
る
其
お
ん
也
、」　

（
55
頁
） 1998　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

               

　

天
保
七
丙

申
年　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
十
一
）                   

　
　

世
上
大
凶
年
ニ
付
、
村
々
御

　
　

祭
礼
茂
無
之
月
日
茂
送
り

    　
　
　
　

候
と                    

　
　

兼
候
故
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                

　
　

御
宮
江
願
上
来
ル
、
秋
迠
之　
　
　
　
　
　

                      

　
　

ふ
ち
米
ヲ
願
上
候
處
、
御
米　
　
　
　
　

                             

　
　

御
不
都
合
故
、
多
分
㕝
は　
　
　
　
　
　

                             

　
　

難
出
木
と
有
之
、
御
金　
　
　
　

                             

　
　

四
両
十
二
月
廾
二
日
御
借
申
候
、               

　
　

右
之
金
子
無
利
足
ニ
而　

                         

　
　

酉
霜
月
迠
御
拝
借
致
候
、                  

　
　

願
主
四
人
、
其
物
家
内
之　
　
　
　
　
　

                         
　
　

人
数
ニ

割
合
候
㕝
、　　
　
　
　
　
　
　
　

                  

　
　
　

壱
両
壱
分
壱
朱　

茅
野
式
部

　
　
　

壱
両
三
朱　
　
　

茅
野
但
馬　
　

　
　
　

三
分　
　
　
　
　

矢
嶋
主
水　
　
　
　

   

　
　
　

三
分　
　
　
　
　

茅
野
佐
平
太

（
56
頁
）1999　
　
　

                           

　
　

宮
奉
行　
　

守
屋
主
殿　
　
　
　
　
　

                  

　
　
　

同
断　
　

矢
嶋
佐
京　
　
　
　
　
　

                          

　

天
保
八
丁

酉
年
二
月　
　
　
　
　
　
（
四
十
二
）

　
　
　
　
　
　
　
ふ
り
合　
　
　
　
　
　
　

                                         

　
　

去
年
申
年
之
凶
年
通
り　
　
　

                           

　
　

亦
々
く
ら
し
方
ヲ
願
上

　
　

右
之
通
り
御
金
弐
両              

　
　

御
造
栄
ゟ
御
拝
借
仕
候
、         

　
　

右
之
願
主
四
人
ニ
割
合             

　
　

弐
分
ツ
ゝ
借
用
仕
候
御
㕝
、           

　
　

右
二
ヶ
年
之
御
借
金
願
上
ヲ
上
、        

　
　

三
ヶ
年
ニ
定
納
仕
候
、
弐
ヶ
年
は    

　
　

壱
割
之
利
足
、
先
年
は             

　
　

無
利
足
也
、
右
之
金
子             

　
　

御
造
栄
代
官
渡
物
也
、              

　
　

御
造
栄
代
官　

　
　
　
　

大
熊
村　

　
　
　
　
　
　

金
子
佐
四
郎
殿

（
57
頁
）2000

　
　
　
　

酉　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

同
酉
年                          　
（
四
十
三
）

一
、
村
御
頭
ニ
御
座
候
、                  

　
　

正
月
御
頭
申
入
、
酒
弐
升            

　
　

鯖
弐
本
請
取
者
也
、                  

　
　

同
十
一
日
御
苻
納
并
ニ             

　
　

御
左
宮
司
殿
入
仕
候
、
献     

　
　

物　

御
神
酒
壱
具
、
鯖
二
本             

　
　

三
升
三
合
、
中
折
壱
丈
、
桶
、
ひ
尺        

　
　

ご
ざ
、
む
し
ろ
、
ぞ
う
り
、
三
合
鉢        

　
　

麻
、
真
綿
、
右
之
通
り
請
取
者
也
、        

　
　

祭
礼
終
而
御
礼                    

　
　

酒
弐
升
、
鯖
弐
本
請
取
者
也
、          

一
、二
月
八
日
、
御
頭
清
浄
入
節　
　
（
四
十
四
）          

　
　

宮
田
渡
様
下
宿
仕
候
㕝
、            

　
　

宿
料
金
弐
分
当
日                  

　
　

前
後
人
足
四
人
、
中
折
弐二

丈          

　
　

右
之
通
請
取
者
也 

、  

（
58
頁
）2001              

　
　
　
　

村
役
人　

　
　
　
　
　
　

名
主　

染
次
郎  

　
　
　
　
　
　

同　
　

源
内           

一
、
同
酉
年
四
月　
　
　
　
　
　
　
（
四
十
五
）                     

　
　

高
嶋
郡
奉
行
方
江
願
出             

　
　

去
申
年
凶
年
ニ
付
、
ひ
つ
し
と

　
　

徃
つ
ま
り
、
当
秋
迠
之            

　
　

く
ら
し
方
御
願
上
、
宮
田
渡                           

　
　

ゟ
茂
御
口
上
相
済
御
願
被
下
、　　
　
　

                           

　
　

願
之
通
り
相
叶
候
上
、　　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

米
御
不
都
合
故　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                  

　
　

金
拾
四
両
弐
分
御
拝
借　
　
　
　
　
　
　

                        

　
　

仕
候
、
十
月
迠
無
利
足
ニ
而　
　

                     

　
　

右
之
質
地
ニ
は
、
増
澤
数
馬                   

　
　

妻
里
下
金
子
村
ゟ
田
地　
　
　
　
　
　

                           

　
　

借
用
致
、
差
出
シ
申
候
、                                   

　
　

十
月
卅
日
ニ
右
之
金
子

（
59
頁
）2002　
　
　

                      

　
　

御
返
金
申
上
候
、　

　
　

拝
借
金
之
儀
者
、
仲
間　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

一
統
家
内
人
数
江
割　
　
　
　
　
　
　
　

                         

　
　

十
四
両
弐
分
内
、
壱
両
弐
分　
　
　
　
　

　
　

其
迎
江々
入
用
ニ
遣
者
也　
　
　
　
　
　
　

                           

　
　
　
　
　
　

茅
野
式
部　

　
　
　
　
　
　

同　

芳
之
助　
　
　
　
　
　

                    

　
　
　
　
　
　

矢
嶋
主
水　

　
　
　
　
　
　

矢
崎
庄
九
郎　
　
　
　
　

                      

　
　
　
　
　
　

増
澤
数
馬　

　
　
　
　
　
　

茅
野
佐
平
太　
　
　
　
　

                       

　
　
　

郡
御
奉
行
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

                       

一
、同
極
月
、九
頭
井
御
宝
前　
　
　
（
四
十
六
）                     

　
　

御
立
替
有
之
御
造
栄
之　
　
　

人
足
ニ
而
は
こ
び　

                    

　
　

来
ル
、
戌
正
月
廾
五
日
殿
入　
　
　
　
　

   

　
　

祭
り
致
し
、
御
造
栄
ゟ　
　
　
　
　
　

                           

（
60
頁
）2003　
　

                          

　
　

神
酒
弐
升
、
す
る
め                       

　
　

一
れ
ん
、
三
升
三
合
紙
一
丈　
　

                   

　
　

右
之
通
り
人
足
持
参
り　
　
　
　
　
　

                      

　
　

宮
奉
行
守
屋
丹
宮　
　
　
　
　
　
　
　

                    

　
　

宮
大
工
原
五
左
衛
門

　
　

宮
奉
行
下
役
山
口
甕
蔵　
　
　

            

　
　
并
拙
者
出
、
五
左
衛
門
殿



　
　

棟
上
勤
致
し
、
其
後                          

　
　

殿
入
勤
致
其
時
拙
者　
　
　
　
　
　
　

　
　

祝
詞
上
仕
候
、
村
役
人

　
　

袴
羽
織
ニ
而
出
、
神
酒
頂
戴 

　
　

先
礼
ハ
、
村
ゟ
三
升
三
合          

　
　

中
折
壱
丈
、
酒
五
盃
、
干
物
、            

　
　

む
し
ろ
壱
枚
出
し
候
様              

　
　

承
知
致
候
得
共 

（
61
頁
）2004                                  

　
　

此
度
村
役
人
江
申
合                 

　
　

三
升
三
合
酒
、
筵
む
し
ろ

勤
向             

　
　
　
　
守
屋
丹
宮
、
大
工
五
左
衛
門            

　
　

宮
奉
行
、
五
左
衛
門
、
拙
者
共   

　
　

右
三
人
江
別
ニ
出
し
候
様               

　
　

申
聞
せ
段
㕝
之
上            

　
　

出
し
、
右
三
人
分
拙
者
江                

　
　

取
置
御
造
営
ゟ
出
候
、              

　
　

三
合
五
左
衛
門
江
壱
升
ニ             

　
　

干
物
、
宮
奉
行
弐
升
す
る
め            

　
　

取
候
義
承
り
、
神
酒
二
升            

　
　

拙
者
方
ニ
而
ひ
ら
き                   

　
　

当
日
勤
向
人
数
七
人                 

　
　

役
人
出
張
、
拙
者
方
ニ
而                

　
　

御
知
走
致
し
吸
物
ニ
而                

　
　

酒
取
、
肴
五
ッ
、
弁
当                 

　
　

二
重
五
災さ
い
ニ
而
、
大
祝                   

（
62
頁
）2005                                    

　
　

万
㕝
入
用
弐
分
弐
朱
懸
り            

　
　

右
献
物
ハ
毎
日
ニ
村
ゟ              

　
　
　
　

私
方
ニ
取
納
置   

　
　

出
し
、
右
入
用
献
物

　
　

金
弐
朱
私
方
江
御
礼                   

　
　

村
中
祭
致
し
、
酒
弐
樽                 

　
　

あ
ま
酒
米
壱
俵
、
糀                   

　
　

弐
斗
右
六
斗
ニ
而
作
り   

　
　

村
中
江
出
し                       

　
　

後
日
神
宮
寺
向
江  

        　
　
　
　
守
屋
丹
宮          

　
　

御
礼
宮
奉
行
江
酒
五
盃      

　
　

す
る
め
壱
れ
ん
、
大
工
五
左
衛
門
江      

　
　

す
る
め
壱
れ
ん
山
口
へ              

　
　

す
る
め
壱
れ
ん
私
へ  　
　
　
　
　
　
　

                    

　
　

右
之
通
り
相
定
り
候
、

　
　
　
　

以
上
、

（
63
頁
）2006

　
　
　
　

村
役
人

　
　
　
　
　

名
主　

源
内　
　

　
　
　
　
　

同
断　

染
次
郎　
　
　

                          

　
　
　
　
　

年
寄　

七
兵
衛

　
　
　
　
　

同　
　

金
三
郎

　
　
　
　
　

同　
　

甚
兵
衛

　
　
　
　
　

組
頭　

松
左
衛
門　
　

                              

　
　
　
　
　
　
　
　

平
五
郎　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

㐂
兵
衛　
　
　

                             

一
、
天
保
九
戊

戌
年　
　
　
　
　
　
　
（
四
十
七
）

　
　

矢
ヶ
崎
村
御
頭
ニ
御
座
候
、

　
　

塚
原
村
茂
大
古
ゟ
同
村                         

　
　
ニ
而
親
江
相
勤
候
、
三
月

　
　

酉
祭
前
ニ
三
度
清
浄
之

　
　

御
祓
ニ
廻
り
、
壱
度
米
三
合　
　
　
　
　
　

　
　

ツ
ニゝ
候
得
共
、
元
よ
り

（
64
頁
）2007

　
　

壱
軒
ニ
付
、
壱
升
ツ
ニゝ

　
　

御
無
心
申
相
定
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

猶
又
七
月
御
作
田
祭

　
　
　
　
　
懸　
　

　
　

三
月
清
浄
御
祓
廻
り
、　　
　
　
　
　
　

      

　
　

御
初
尾
之
儀
は
百
疋
ニ
定
、

　
　
　
　
　
　
　
　
六

一
、
同
子
年
九
月
十
七
日　
　
　
　
（
四
十
八
）

　
　

宮
田
渡
大
祝
、
諏
方
倉
之
助
様

　
　

御
死
去
被
成
候
、
御
取
置
は

　
　

十
九
日
也
、
一
統
上
下
ニ
而
御
見　

                                     

　
　

舞
仕
候
、
上
ヶ
物
ハ
□
婦
四
袋　

                                

　
　

差
上
御
立
所
迠
御
見
舞　
　
　
　
　
　
　

　
　

其
日
下
宿
花
森
方
ニ
而　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

し
た
た
め
致
候

一
、
同
丑
年
十
月
十
一
日　
　
　
　
（
四
十
九
）

　
　

宮
田
渡
保
丸
様
御
そ
く
位　
　
　
　
　

                                

　
　

有
之
、
九
月
十
一
日
ゟ
三
十
日

　
　

御
進
清
初
、
其
日
、
弁
当
、
御
酒

　
　

壱
汁
三
さ
い
ニ
而
頂
戴
致
候
、

（
65
頁
）2008

　
　

十
一
日
ゟ
三
十
日
内
壱
人
ツ
ゝ
（
四
十
九
）                                   

　
　

御
祓
ニ
参
候
、
日
々
弁
当
ハ

　
　

頂
戴
致
候
、
七
日
清
進
ニ
ハ        

　
　

一
統
ニ
而
出
張
御
見
舞
上
物       

　
　

本
社
太
夫
麻
拾
反
、
末
社        

　
　

太
夫
、
よ
し
ず
廿
一
間
立
六
尺
ニ 　
　
　

　
　

長
廾
弐
間
ツ
ゝ
き
袖
な
わ
ニ
而     

　
　

あ
ミ
よ
し
七
わ
、
な
わ
弐
拾     

　
　

房
一
統
出
、
あ
ミ
麻
さ
ら
し        

　
　

八
乙
女
、
十
月
三
日
之
日
、
弁
当
夜    

　
　

喰
等
式
部
殿
ニ
而
、
よ
し
代
五
匁     

　
　

三
分
、
な
わ
代
百
八
十
四
文
、
麻       

　
　

拾
反
八
十
弐
匁
、
〆
八
十
九
匁
弐
分  

　
　

右
之
内
江
本
社
末
社
之            

　
　

無
別
金
壱
両
三
十
日
之           

　
　

勤
料
ニ
頂
戴
致
し
、
弁
当       

　
　

夜
喰
酒
肴
之
代
ヲ
入
、
弐
分
弐
朱 

　
　
　
　
　
　
本
社
末
社
拾
三
割

　
　

不
足
ニ
也
、
割
合
ニ
而
壱
人
ニ
付                      

（
66
頁
）2009                            

　
　

弐
匁
五
分
ツ
ゝ
本
社
末
社         

　
　

両
役
勤
候
物
は
、
五
匁
ツ
ゝ     

　
　

末
社
弐
人
之
物
も
同
断
、          

　
　

当
日
御
そ
く
居
之
場
所          

　
　

前
宮
け
い
官
く
わ
ん

之
社
也
、

　
　

八
角
殿
立
り
、
神
子
屋
が
立
り   

　
　

右
之
よ
し
ず
、
八
角
殿
之
か

　
　

こ
い
ニ
致
、
又
ハ
、
神
子
屋
之    

　
　

か
こ
い
也
、
麻
ハ
八
角
殿
江
入
ル  

　
　

道
江
し
き
、
か
ご
う
よ
り  

　
　

こ
も
六
拾
枚
、
六
所
あ
さ
ニ
而       

　
　

だ
し
、
八
角
殿
神
子
道
江
し
き    

　
　

又
ハ
八
角
殿
江
入
ル
道
江
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
其     

　
　

其
上
江
あ
さ
ヲ
し
き
、
其
上      

　
　

ヲ
大
祝
并
、
神
長
官
通
り
、
八
角    

　
　

殿
江
入
勤
あ
り
、
か
し
わ
手
ヲ    

　
　
　
　
　
　
三
度
目
の

　
　

三
度
打
、
中
の
か
し
わ
手
ニ

神
子　
　
　

　
　

屋
ニ
而
打
は
や
し
あ
り
、
神
子



　
　

八
乙
女
迠
出
、
八
角
殿
之
勤
相　
　
　

（
67
頁
）2010　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

終
而
神
事
有
之
、
か
わ
ら
け　
　
　
　
　

　
　
ニ
赤
飯
ヲ
も
り
、
亦
ハ
鹿
の　
　
　
　
　

　
　

恐
膳
あ
り
、
出
人
不
残
頂
戴
、

　
　

夫
よ
り
大
宮
江
御
こ
し
、

　
　

宝
殿
ニ
御
勤
あ
り
、
終
而                         

　
　

ち
よ
く
し
殿
ニ
御
上
り
、
神
事　
　

                                       

　
　

有
之
、
勿
論
御
造
営
仕
出
し
、

　
　

以
前
之
神
事
之
通
り　

                             

　
　

本
社
八
乙
女
計
也
、
終
而

　
　

神
㕝
屋
ニ
而
一
社
一
統
之

　
　

御
流な
が
れ、

太
夫
、
八
乙
女
、
神
子
は　
　

　
　

不
出
、
終
而
神
前
之
御
勤　
　

                           

　
　

神
子
ハ
片
は
い
ニ
而
す
ず
ヲ
立
、

　
　

太
夫
、
八
乙
女
ハ
、
高
神
子
屋　

                  

　
　
ニ
而
打
は
や
し
致
候
、
終
而　
　
　
　
　
　

　
　

磯
並
明
神
江
御
登
、
御
勤

　
　

有
之
、
夫
よ
り
前
宮
江　

　
　

御
越
拾
間
ろ
う
ニ
而
御
弁
当                                     

　
　

太
夫
、
八
乙
女
、
神
子
迠
、
割
子　

                          

　
　

頂
戴
、
下
部
三
人
江
ハ
尓
ぎ
り
飯                       

（
68
頁
）2011　
　
　
　
　
　

                            

　
　

終
而
前
宮
江
御
上
り
有
之                 

　
　

御
勤
有
之
下
り
て
、
御
玉　
　

                           

　
　

殿
之
御
勤
有
之
、
其
時

　
　

高
神
子
屋
ニ
而
打
は
や
し
有
之
、                          

　
　

夫
よ
り
大
祝
、
神
長
官　
　
　

        

　
　

両
奉
行
、
御
加
老
、
三
月
祭　
　

                                  

　
　

之
通
り

原
之
廻
り

ヲ
弐
度　
　
　
　
　

                                

　
　

廻
り
、
終
而
亀
石
明
神
江　
　
　
　
　

                         

　
　

御
越
御
勤
有
之
場
所
ハ　
　
　
　
　
　

                      

　
　

安
国
寺
橋
之
上
之
か
わ
ら
ニ
而                         

　
　

夫
よ
り
九
頭
井
明
神
之

　
　

御
勤
、
赤
田
之
土
手
ニ
而
有
之         

　
　

終
而
屋
鋪
江
か
へ
り
、
御
祝           

　
　

義
申
上
御
祝
頂
戴
、
一
重             

　
　

三
さ
い
、
ゑ
び
、
い
わ
し
、
引
物
ニ
而        

　
　

中
酒
ニ
御
酒
頂
戴
、
十
二
日          

　
　

御
射
山
江
御
登
御
勤
有
之
、           

　
　

十
三
日
身
曽
木
様
江
御
越
、
御          

　
　

勤
有
之
其
場
よ
り
す
ぐ
ニ            

　
　

高
嶋
江
御
こ
し
、
首
尾
能

（
69
頁
）2012                             

　
　

相
す
ミ
候
、
御
礼
申
上
候
、  　
　

一
、同
月
廾
二
日
、御
朱
印　
　
　
　
　
（
五
十
）              

　
　

御
祝
有
之
、
太
夫
一
統              

　
　

八
乙
女
迠
初
宮
田
渡
裏              

　
　

御
書
院
三
之
間
ニ
而
左
之            

　
　

方
ニ
座
し
西
之
方
江
向               

　
　

中
酒
、
一
重
三
さ
い
引
物
迠          

　
　

頂
戴
致
者
也
、                     

一
、
天
保
十
三
年
寅
冬
ゟ　
　
　
　
（
五
十
一
）

　
　

前
宮
拾
間
ろ
う
立
替             

　
　

有
之
、
卯
辰
迠
か
ゝ
り             

　
　

棟
上
な
け
餅
、
村
々
ゟ　

　
　

参
り
、
大
く
ん
じ
ゆ
、             

　
　

右
立
替
之
金
子
、
村
々             

　
　
江
無
心
、
又
ハ
、
太
々
神
楽         

　
　

諸
方
ヲ
す
ゝ
め                    

　
　

先
小
坂
村
ニ
而
太
々
興
行           

　
　

田
部
村
、
清
水
町                 

　
　

真
茅
野
村
、
南
大
塩
村       　
　
　
　
　

（
70
頁
）2013

　
　

右
五
ヶ
村
ゟ
十
五
両
も
有    

　
　

十
両
も
有
、
七
両
弐
分
も      

　
　

五
両
迠
は
太
々
神
楽           

　
　

皆
行
、
右
之
太
々               

　
　

寄
附
ニ
而
打
よ
う
に
よ          

　
　

被
申
、
一
度
ニ
酒
代
と
而　

                            

　
　

一
両
ツ
ゝ
神
楽
座
江　

　
　

被
出
候
㕝
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

                        

一
、
同
十
五
辰
年
九
月　
　
　
　
　
（
五
十
二
）                    

　
　

大
公
儀
ゟ
御
ふ
れ
廻
り　
　
　
　
　

                    

　
　

御
出
火
ニ
付
、
御
用
木
之                       

　
　

御
ふ
れ
有
之
、
御
宮
方
ゟ　
　
　
　
　

                      

　
　

拙
者
方
も
御
達
シ
有
之
、　　
　
　
　
　

                           

　
　

御
宮
奉
行
守
矢
要
人

　
　

伊
藤
主
膳
、
宮
田
渡
ゟ　
　

                      

　
　

土
橋
東
馬
殿
被
参
、
九
頭　
　
　
　
　
　

                       

　
　

井
社
ニ
而
棟
之
見
分　
　
　
　
　
　
　
　

                     

　
　

尺
□
之
様
子
、
書
付　
　
　
　
　
　
　

                            

　
　

高
嶋
江
御
達
シ
有
之
、　　
　
　
　
　
　
　

                             
（
71
頁
）2014　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                      
　
　

来
ル
十
月
大
公
儀
ゟ　
　
　
　
　
　

                        

　
　

見
分
之
人
被
参
、
林
小
左
衛
門　
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